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船上に取り込まれるメカジキ
（近海まぐろはえ縄調査船の操業風景）

表紙写真

東
日
本
の
水
産
業
復
興
・
再
生
に
向
け
て

写真1．3月14日に撮影した漁港・漁港周辺施設の被災
状況把握調査の様子　
波崎漁港製氷所とその周辺では、路面が陥没したり、
舗装がはがれたりしていた
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東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
当
時
、
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
青
森
県
か
ら
茨

城
県
に
か
け
て
４
つ
の
施
設
を
保
有
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
青
森
県
八
戸
市
の

東
北
区
水
産
研
究
所
八
戸
支
所（
４
月
１
日

に
八
戸
庁
舎
と
改
組
）
と
宮
城
県
塩
釜
市

に
あ
る
東
北
区
水
産
研
究
所
塩
釜
庁
舎
の

損
傷
は
、
壁
の
一
部
破
損
程
度
で
し
た
が
、

岩
手
県
宮
古
市
の
宮
古
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
（
４
月
１
日
に
東
北
区
水
産
研
究
所

宮
古
庁
舎
と
改
組
）は
全
壊
、
茨
城
県
神か

み
す栖

市
に
あ
る
水
産
工
学
研
究
所
も
構
内
敷
地

の
ひ
び
割
れ
、沈
下
、埋
設
給
水
管
の
破
損
、

実
験
棟
の
水
漏
れ
、
フ
ェ
ン
ス
損
傷
な
ど

の
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災
地

域
で
は
上
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

回
復
す
る
前
で
し
た
が
、
塩
釜
庁
舎
は
３

月
29
日
に
業
務
再
開
、
４
月
１
日
に
は
宮

古
市
内
に
宮
古
庁
舎
の
仮
事
務
所
を
設
置

し
て
業
務
を
再
開
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
は
被

災
直
後
か
ら
、
漁
港
・
漁
港
周
辺
施
設
の

被
災
状
況
把
握
調
査
（
３
月
14

〜
16
日
）（
写
真
１
）、
被
災

地
へ
の
支
援
物
資
輸
送
（
３
月

20
〜
26
日
）
を
水
産
庁
と
協
力

し
て
実
施
し
、
そ
の
一
部
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
情
報
提
供
し
ま
し
た
。
３

月
23
日
に
は
水
産
庁
の
要
請
を

受
け
、
関
係
県
が
実
施
す
る
緊

急
放
射
能
調
査
の
支
援
を
開
始

し
、
中
央
水
産
研
究
所
に
お
い

て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
、
ヨ
ウ
素

な
ど
の
測
定
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
水
産
生
物
放
射
能
分
析

技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。現
在
も
、

水
産
庁
の
要
請
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
測

定
を
継
続
し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
調

査
に
よ
り
採
取
し
た
魚
介
類
に
つ
い
て
は

当
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
測
定

値
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
安
全
・

安
心
な
水
産
物
の
安
定
供
給
へ
向
け
水
産

庁
な
ど
関
係
部
局
と
連
携
を
と
り
、
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

３
月
末
に
は
「
水
産
業
復
興
・
再
生
の

た
め
の
調
査
研
究
開
発
推
進
本
部
（
略

称
：
水
研
セ
ン
タ
ー
復
興
本
部
）」、
な
ら

び
に
「
現
地
推
進
本
部
」
を
設
置
す
る
と

と
も
に
水
産
庁
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
被
災
状
況
の
概

要
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
中
で
、
第

一
に
取
り
組
む
べ
き
は
瓦が

れ
き礫
分
布
調
査
、

瓦
礫
撤
去
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
沖
合

域
で
は
当
セ
ン
タ
ー
調
査
船
「
北ほ

っ
こ
う
ま
る

光
丸
」、

「
俊し

ゅ
ん
よ
う
ま
る

鷹
丸
」
に
よ
る
瓦
礫
分
布
調
査
の
実

施
、
漁
港
・
漁
港
周
辺
漁
場
に
つ
い
て
は

水
産
庁
受
託
事
業
に
よ
り
ソ
ナ
ー
な
ど
を

使
い
瓦
礫
分
布
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
関
係
機
関
に
情
報
提
供
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
一
部
は
学
会
な
ど
で
発

表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
港
施
設
、
水
産

保
全
施
設
の
現
地
調
査
で
被
災
状
況
の

デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、
地
震
と
津
波
の
外

力
に
よ
る
被
災
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

６
月
28
日
に
水
産
庁
か
ら
水
産
復
興
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
、
７
月
29
日

に
は
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
か
ら

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ

ら
の
方
針
に
沿
っ
た
支
援
を
す
る
た
め
に

調
査
・
研
究
、
技
術
開
発
を
継
続
し
ま
す
。

今
後
の
本
格
的
な
復
興
に
向
け
、
水
産
復

興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
明
記
さ
れ
て
い
る

漁
期
な
ど
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
サ
ケ
の
ふ

化
放
流
は
、
明
治
時
代
か
ら
続
い
て
い
る

東
北
太
平
洋
側
の
重
要
な
産
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ふ
化
放
流
の
た
め
に
は
、

秋
に
産
卵
の
た
め
東
北
地
方
の
河
川
に

帰
っ
て
く
る
サ
ケ
を
捕
獲
し
、
人
工
ふ
化

さ
せ
て
翌
年
ま
で
に
放
流
で
き
る
大
き
さ

ま
で
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
作
業
が
行
え
な
い
場
合
、
４
〜
５
年

後
の
東
北
地
方
の
河
川
に
戻
っ
て
く
る
サ



写真２　三陸沿岸のアワビ、ウニへの津波の影響を調査
上が津波前（2010年11月11日）、下が津波後（2011
年６月８日）の無節サンゴモ帯とキタムラサキウニ
の状況。ピンク色を呈し岩表面に薄く付着している
のが殻状海藻の無節サンゴモ。津波後では転石の反
転によりサンゴモの付着していない裸面個所が多
く、キタムラサキウニが見られません

透明度調査の様子
東北区水産研究所塩釜庁舎

ボートハーバーに到着した「いそなみ」
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ケ
の
数
が
激
変
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
関
係
県
と
連
携
し
て
、
こ
の
秋

ま
で
に
ふ
化
放
流
施
設
の
復
旧
に
向
け
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
技
術
支
援
を
続

け
て
い
き
ま
す（
詳
細
は「
調
査
１
」）。

ま
た
、
カ
キ
の
漁
期
も
始
ま
り
ま
す
。

宮
城
県
は
種
ガ
キ
の
一
大
産
地
で
あ
り
、

各
地
へ
の
販
売
量
は
日
本
全
体
の
80
％
を

占
め
て
お
り
、
宮
城
県
の
重
要
な
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
種
ガ
キ
を
作
る
た

め
に
、
事
前
に
カ
キ
幼
生
の
分
布
を
調
べ

る
浮
遊
幼
生
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
例
年
、
宮
城
県
は
宮
城

県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
県
漁
協
な
ど
と
共

同
で
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
宮
城
県
水
産

技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
所
属
の
小

型
船
舶
が
被
災
し
た
こ
と
か
ら
、

当
セ
ン
タ
ー
の
小
型
調
査
艇
を

使
っ
た
共
同
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
（
詳
細
は
「
調
査
２
」）。

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
宮
城
県

水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
随
時
掲
載
し
、

種
ガ
キ
生
産
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
な
ど
の
磯

根
に
す
む
生
物
に
と
っ
て
大
事
な
岩
礁

藻
場
、
幼
稚
仔
魚
の
成
育
の
場
と
し
て

大
事
な
ア
マ
モ
場
な
ど
に
つ
い
て
も
地

元
漁
業
者
、
関
係
部
局
と
連
携
を
と
り

被
災
状
況
の
調
査
を
続
け
て
お
り
（
写

真
２
）、
藻
場
の
修
復
、
磯
根
生
物
資
源

の
回
復
に
向
け
技
術
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
早
期
に
漁
業
を
再
開
す
る
た
め

に
は
漁
場
環
境
の
調
査
も
必
要
で
す
。

仙
台
湾
で
は
宮
城
県
と
共
同
で
当
セ
ン

タ
ー
調
査
船「
若わ

か
た
か
ま
る

鷹
丸
」を
使
っ
て
水
質
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
も
実
施
し
て
お
り
、

調
査
結
果
は
迅
速
に
地
元
関
係
者
に
提

供
し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

岩
手
県
の
貝
毒
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
支

援
も
継
続
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
広
範
囲
な
分
野
で
東

北
地
方
の
水
産
業
復
興
・
再
生
に
向
け

て
支
援
、
協
力
を
し
て
お
り
、
今
後
も

関
係
部
局
と
連
携
を
と
り
つ
つ
、
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

調 査 海 域 松島湾から石巻湾までの沿海区域 

調 査 項 目 北原式定量プランクトンネットによるカキ浮遊
幼生採集、多項目水質計や採水などによる海洋
観測　ほか 

調 査 艇 名 いそなみ（所属：水産総合研究センター）
総トン数： 2.4トン、  材質： FRP、  推進機関：
ディーゼルエンジン、最大搭載人員： 11人

調 査 期 間 2011年７月12日（火）から９月末ころまで。た
だし、種ガキ採苗が一定の成果を納めた時点で、
調査を終了

調査結果の公表 沿岸養殖通報（種ガキ）で漁業者など関係者に周知

東日本の水産業復興・再生に向けて
2011年8月16日　水産総合研究センター　プレスリリースより

水質調査
(宮城県気仙沼市の本吉ふ化場）

揚水量調査
（岩手県野田村の下安家ふ化場）
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被災したサケふ化場復旧のための井戸能力パイロット調査（報告）
～来春の放流をめざして！～

小型調査艇「いそなみ」によるカキ浮遊幼生共同調査を開始

調査 1

調査 2

水産総合研究センターでは、岩手・宮城両県からの要請に基づき、
東日本大震災で被災した両県の全てのサケふ化場の現地実態調査を
実施し、被害状況の把握に努めてきました。これらの調査を通じて、
施設の復旧にあたっては、ふ化用水となる井戸の揚水可能量や水質
を早急に把握する必要があることが明らかとなりました。この井戸
能力調査は専門業者が実施しますが、調査方法や調査項目の選定を
行うためには、サケのふ化放流に関する専門的な技術と知識が不可
欠です。
このため当センターは、事前に両県と協議して決定した４か所の
ふ化場で、井戸能力パイロット調査を６月20日～７月４日にかけ
て実施しました。その結果、岩手県の下安家ふ化場と気仙ふ化場で
は、揚水量は被災前の水準に回復可能であり、水質も問題ないこと
が明らかとなりました。一方、宮城県の本吉ふ化場と南三陸町第二
ふ化場では、塩分の混入が認められたため、引き続き詳細な調査が
必要であると判断されました（右参照）。
これらの調査結果を取りまとめ、8月 2～３日に両県および岩手
県増殖協会に報告しました。この報告書は、両県が今後行う調査手
法の策定や、両県のサケふ化放流事業計画案の作成および施設復旧
に寄与するものと考えています。 

水産総合研究センターと宮城県水産技術総合センター
は、2011年度の種ガキの安定的な採苗を図るため、松
島湾におけるカキ浮遊幼生共同調査を実施しました。
このたびの大津波で宮城県水産技術総合センター所
属の小型船舶が被災したことから、水産総合研究セン
ターは今回の共同調査のために小型調査艇「いそなみ」

を日本海区水産研究所（新潟市）から東北区水産研究所
（塩釜市）に所属変更し、６月 24日に塩釜港に移送し
ました。
今回の共同調査に加え、今後は仙台湾沿岸域での漁場
環境調査や魚介類資源調査など、東日本大震災からの水
産業の復興に役立つ調査研究を実施していきます。

（１）調査地点
【岩手】 北部と南部で最大放流規模だった、以下
の被災ふ化場を選定

・下
しもあっか

安家・気
けせん

仙

【宮城】 被災前に揚水量の多かった、以下のふ化
場を選定

・本
もとよし

吉・南
みなみさんりくちょう

三陸町第二 

（２）調査結果
【岩手】６月20日～ 27日に調査実施

・下安家、気仙ふ化場ともに、揚水量は被災前の
水準に回復可能。塩分も問題なし

【宮城】６月28日～７月４日に調査実施

・本吉ふ化場：近接する上水道井戸との干渉によ
り調査中止

・南三陸町第二ふ化場：揚水量は被災前の水準に
回復可能

・両ふ化場とも塩分混入を確認。とくに、南三陸
町第二ふ化場では地盤沈下で潮の干満による井
戸の水位変動を確認。今後、24時間以上の連続
揚水調査が必要

（３）結果報告
【岩手】 岩手県および岩手県増協には８月３日に
報告書を提出。岩手県増協および岩手県水産技術
センターなどが別途行った井戸調査結果も踏ま
え、施設の復旧整備を進めるとのこと

【宮城】 宮城県には８月２日に報告書を提出。地
盤沈下による影響が懸念されることから、連続揚
水調査を含めた井戸調査の実施を提案。調査実施
に向け対応するとのこと

井戸能力パイロット調査の概要

2011年7月11日　水産総合研究センター　プレスリリースより


